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北京コンチネントファーマスーティカル社への投資受入れのお知らせ 

 

当社は、平成 25 年 5 月 15 日付け取締役会において、子会社・北京コンチネントファー

マスーティカル社（BC 社）の第三者からの投資受入れに関して決議を行いましたので、 

下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

子会社・北京コンチネントファーマスーティカル社（BC 社）は、平成 24 年 10 月 30 日

にBeijing Municipal Governmentが推進するバイオ関連企業成長に於いて成果を出した企業

に与えられる G20 Project Innovation Award の表彰を受け、その後テレビでも本件につき放

映されました。同市より、本プロジェクトに絡み、BC 社の技術革新を顕彰すべく、市の投

資窓口機関を通じて、1 千万 RMB を BC 社に投資し、増資後の持分比で 6.25%相当分の持

分を所有したいとの申し出をいただきました。当社では条件等を検討した結果、大変有益

な申し出であると判断しましたので、これを受ける事といたしました。尚、この機関の取

得した持分は、長期保有の意図ではなく、バイオ関連企業に助成したもので、何時の時点

でも、持分の解消をすることが出来る約束となっております。 

 

当社グループとしては、BC 社に対し、子会社である上海ジェノミクス社（SG 社）の保

有する放射線性肺損傷治療に関する IP 権利の一部を投資することで持分の稀釈化を抑え、

51%保有を維持します。尚、この措置により SG 社保有持分は 11.56％から 16.59％に増え、

当社保有持分は 39.44％から 34.41%となります。市の投資窓口機関による本投資は、BC

社の Beijing 医薬産業界における重要性を示すものであり、且つ、政府支援を受ける立場に

なりますので、当社にとって有益なものと判断しております。 

 

 尚、本開示は上述機関による BC 社への投資決定或いはその時期を確約したものではござ

いません。また、本件についての最終契約書の締結が行われた際は、この事実を別途開示

いたします。 

 

以 上 

 

 


